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【講演者】公益社団法人かながわ福祉サービス振興会

事業推進部 部長 得永真人

～ 福祉現場における業務改善と生産性向上について ～

ロボット介護機器・ICTの
効果的な活用について

埼玉ロボネット分野別研究会

介護・福祉編 資料



【講演者紹介】

得永 真人

【所属】
公益社団法人

かながわ福祉サービス振興会

事業推進部

【経歴】大学卒業後、教育業界において学生への学習
指導のほか、管理職として、職員指導、研修、管理部門
を経験。新規事業の責任者として、全国展開の店舗開
発にも携わる。
福祉業界へ転身後、当初約10年間、福祉人材の
育成とマネジメント力を養成研修の企画と運営、介護施
設で独自に研修を企画・運営できるノウハウ構築の支援
をしてきた。現在は、自治体からの委託事業であるロボッ
ト・ＩＣＴ導入支援事業への取り組みのほかロボット・ＩＣＴの
効果的な活用や施設運営（人材育成や体制づくりなど）
における伴走支援のほか、デジタル機器普及の為の介護
ロボットメーカー及び活用施設の団体設立に尽力、全国
的にも注目されている事業を率先して推進している。
国内約60社のロボットメーカー、約30の福祉法人、国・
省庁・自治体や複数の職能団体と連携協働し、実証実
験、モデル事業、県内外の展示会開催。
介護現場におけるサービスの質向上に向けた取り組みを
行っている。現在、省庁・自治体の事業において具体的
な提言を行うほか、各事業の委員等を担い、積極的に
現場目線を発信、介護現場におけるDX推進を支援して
いる。（厚労省・文科省・経産省事業委員のほか、複数
に及ぶ神奈川県事業の委員等を歴任 ～現在まで）
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～オリエンテーション～
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知っているようで知らない！？
福祉現場のイメージと実際について
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福祉・介護を
取り巻く状況
は大変深刻
である！？

【出典】高齢者住宅新聞ほか



【出典】転職情報サイト カンゴカイゴ

【出典】厚生労働省

【出典】NHK

介護事業の経営悪化
特養など施設は

利益率が初のマイナス
利益率2.4％

前年比0.4％悪化
【出典】朝日新聞2023年11月



【出典】日本経済新聞

【出典】日本経済新聞

介護難民、2050年に400万人 団塊ジュニアの老後厳しく

・高齢化社会で「老々家族介護」がさらに進む
・海外人材は世界的な獲得競争が不可避な情勢
・介護維持にはAIやロボットの活用が重要に

人口が1億人を割る2056年の日本は、3750万人が65歳以上になる。
成人の18歳から64歳までは5046万人で、1.3人の現役が1人の高齢者
を支える未曽有の高齢化社会がやってくる。

介護に必要な人は50年後には、940万人以上となり、
実際に必要な数の4割以上も不足する。
ワンオペ、ツーオペどころじゃやない！？



【1】福祉現場を取り巻く現状と課題について
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福祉現場を取り巻く現状について
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「高齢者急増」から「現役世代の急減」に局面が変化！？

少子高齢化社会へ
少子高齢化増進、高齢者１人に対して、
支える生産年齢人口は年々減少し、
就業人口も減少が見込まれ、さらに医療
費や介護給付費の増大が見込まれる。

１年間に約５５万人ずつ減少している！？



超高齢化社会を乗り切る為に！？

【出典】厚生労働省「第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」



医療・介護給付費の見通し（現状投影）GDPに占める割合
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2018年度 2025年度 2040年度

医療

介護

団塊の世代全員が75歳になる2025年、20～64歳の現役世代が大幅に減少する
2040年に向けて、介護分野の社会保障給付は増大していく。

（医療・介護のほか年金や子育てがあり、GDP5％前後で推移）

GDP 564.3兆円
GDP 645.6兆円

GDP 790.6兆円

約50兆円
約63兆円

約95兆円



福祉現場を取り巻く課題について
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そもそも福祉現場の課題って何だろう！？
～ 業務改善と業務効率化に向けて ～



いまさらですが・・・現場を取り巻く現状と課題

２０２５・４０
年問題

少子高齢化
及び就業
人口減少

福祉現場に
おける人材
不足・育成
不足・定着
不足

提供する
サービスの
質の低下

DX化推進
の遅れ

ニーズがあっても、サービスを提供
できる状況にない為に、

①事業規模縮小
②事業休止
③倒産
といった状況が生まれ、さらに
サービスを提供する環境が狭まっ
てくるのではないか！？



いまさらですが・・・現場を取り巻く現状と課題

2025年・
2040年問題

少子高齢化

就業人口減

人材不足

育成不足

企業倒産相次ぐ

サービスの質
低下が懸念
される

現場を福祉現場を取り巻く現状は厳しく、
課題も多いがどの業界にも言えること・・・

人材教育や待遇面の改善 新規採用難 スタッフ高齢化



コロナ禍がもたらした介護現場の変革とは！？

自治体では補助金や助成金の規模
が拡大し、申請が増えた一方で・・・

コロナ禍でデジタル機（介護ロボット・
ICT等）の導入は進んだ“？

【出典】テレビ大阪

「導入していない」が多くを占める。
導入したケースで散見されたのは、
「オンラインツールの活用」であったが、
感染者が多数の地域でも30％超、
感染者が少数地域では20％以下と
なっている。



コロナ禍がもたらした介護現場の変革とは！？

コロナ禍によってデジタル化は進んだと
されているが、介護現場においては…

①職員間の面談や会議
②採用面接
③利用者と家族との面会 のほか、
利用者情報の共有や介護記録の作成、
スケジュール管理等となっている。
⇒用途が限られている！？

【出典】国土交通省



コロナ禍がもたらした介護現場の変革とは！？

【出典】PR TIMES



コロナ禍がもたらした介護現場の変革とは！？

2021年12月20日に開かれた医療・介護の
専門会合で、現行で3対1となっている
介護施設や特定施設などの人員配置基準
を、段階的に4対1へ見直していくことなどが
提言された。
参加者からは、「既に介護人材の確保は
困難。今後ますます深刻になっていく」などの
声があがった一方で、人員配置基準の緩和
に抵抗感を持つ人も少なくない。
厚労省は慎重に検討を進めていく姿勢に
徹しものの、介護現場の生産性を向上させ
ていくことの必要性は共有しており、2024年
度の介護報酬改定では、このテーマが改め
て重要な焦点に浮上する可能性が高くなっ
た。（内閣府規制改革推進会議）【出典】日本経済新聞

【出典】TOKYO MX

医療・介護における規制を緩和し、
質の維持、業務効率化、ITを

活用した生産性の向上を目指す！



介護現場を取り巻く様々な問題って！？

あなたの施設
の採用って

うまくいっていま
すか！？

介護職の有効求人数は
２１３，９４２人の一方で

有効求職数は５５，０７３人
実に有効求人倍率は

約３．８８倍の超売り手市場

【出典】厚生労働省「令和２年１１月
有効求人倍率」

今は充足しているって言うけど
備えは大丈夫ですか！？

【出典】朝日新聞デジタル

介護職員の数は年々増加しているものの、高齢化が進んでいる
ことや業務量、待遇面への不満などから人材が定着せず、不足に
悩まされている事業所も少なくない。実際の離職率は、

１４．１％（全産業１３．９％）イメージが先行している！？

離職者の７５％は、勤務年数３年
未満とのデータもある。

全体の２割の事業所は、３０％
以上の離職率とも言われている。

ホントはどっち？
人材が足りている？
足りていない？



介護現場を取り巻く様々な問題って！？

そもそも介護現場の課題
とは何だろう？

【出典】マイナビ介護職、公財）介護労働安定センターほか



介護現場を取り巻く様々な問題って！？

外的×内的
課題に直面している

【出典】株式会社パーソル総合研究所【出典】三菱総合研究所推計

【出典】帝国データバンク

【出典】帝国データバンク



介護現場を取り巻く様々な問題って！？

・丁寧な介護ケアができない ...
・情報共有がうまくいかない ...
・利用者の事故を防ぐのが難しい ...
・スタッフの人手不足 ...
・人員配置が適切ではない ...
・生活環境に問題がある ...

・２０２５年問題に代表される超高齢化社会
・社会保障に関わる費用及び財源不足

・高齢者への虐待
・利用者へのケア不足や虐待増加
・施設の倒産や介護難民の増加

・老々介護
・認認介護

・高齢者への虐待
・高齢者の一人暮らし
・成年後見人トラブル・介護を必要とする高齢者の増加 ...

・介護職員の人手不足や待遇の改善 ...

・施設不足による介護難民の発生 ...

・要介護者への虐待の増加 ...

・採用した人材が定着しない ...

・採用した人材への教育時間が取れない ...

・極端な場合はヒエラルキーができて組織の風通しが悪い ...

・全スタッフのストレスチェックを定期的に実施する

介護現場の課題（一例）
～ これまで寄せられた声 ～



介護現場を取り巻く様々な問題って！？

①ヒト ②モノ ③カネ ④ムダ ⑤ムラ

介護現場で起こっている実際の課題・・・

現在の日本経済にとって、人手不足を解消
し、生産性を高め、潜在成長率を引き上げ
ていくことが最大の課題です。人手不足の解
決には様々な対策を多面的に進めてまいりま
すが、基本は生産性の向上です。生産性向
上の鍵は人づくりです。人づくり革命を力強く
進めることは一人一人の人材の質を高め、
潜在成長率を引き上げていくことにもつながっ
ていくものになると考えています。

【出典】内閣府ホームページ
生産性国民運動推進協議会



【２】介護現場におけるデジタル機器の
受け止め方
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デジタル機器（ロボット・ICT）って何！？
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介護現場におけるデジタル機器とは！？

デジタル機器（特に介護ロボット）とは！？
対象となる機器は、日常生活支援における場面から、
厚労省が定めている「ロボット技術の介護利用における重点分野 ６分野１３項目（今後は９分
野１６項目へ）」に該当し、介護従事者の負担軽減効果のある介護ロボットであること、また

情報を感知し（センサー系）、判断し（知能・制御系）、動作する（駆動系）とされており、
補助金対象となる機器として認定されるケースとしては、

①目的要件 ②技術的要件 ③市場的要件のすべてを満たしていることなどが挙げられる。

①移乗支援（装着型／非装着型）
②移動支援（屋外・屋内移動／装着移動）
③排泄支援（排泄予測／動作支援を含む）
④見守り・コミュニケーション（介護施設・在宅介護見守り／コミュニケーション）
⑤入浴支援
⑥介護業務支援 ※「９分野１６項目」（2025年4月～）へ移行となる



介護現場における支援機器
（一部ご紹介）



【出典】ＡＭＥＤ、朝日新聞
ＧLOBE、デジタルほか

（介護ロボットの一例）
自治体によって補助金対象機器
は異なるが、
①目的要件
②技術的要件
③市場的要件 を満たしている
機種が対象候補となるケースが
多く見受けられる。



デジタル機器に対する実際の声って！？

使ってみ
たい声

使いたく
ない声



介護現場における介護ロボットの導入状況とは！？

【出典】介護労働実態調査 （公財）介護労働安定センター

介護ロボットを導入している（全体比２０％程度）

見守り・コミュニケーション 入浴支援

移乗介助（装着型） 介護業務支援

1.5％

1.3％ サービス別介護ロボット導入比率

訪問系 施設系（入所系） 施設系（通所系）

3.7％

1.8％

13.8％

31.9％

14.8％

訪問系では移乗介助、
施設系（入所系）では見守り・コミュニケーション、
施設系（通所系）では入浴支援機器が見受けられる



介護現場におけるICTの導入状況とは！？

【出典】介護労働実態調査 （公財）介護労働安定センター

ICTの導入実績について（導入率）

利用者状況を共有している

記録から介護保険請求システムまで一括している

タブレット端末等で利用者情報を共有している

42.8％

28.6％

サービス別介護ロボット導入比率

訪問系 施設系（入所系） 施設系（通所系）

52.8％

13.8％

31.9％

14.8％

訪問系・施設系（入所系・
通所系）ともPC、保険請求、
タブレットが大半をしめる



介護現場におけるデジタル機器の受け止め方って！？

福祉の現場で
は人材確保や
育成に苦慮し
ている・・・

質の高いサービ
スを提供する為
には、業務改
善や効率化が
求められる・・・

デジタル機器
（ロボット・ICT
等）の利活用が
求められる・・・

メーカー側が現
場の求めている
ロボット及びICT
の提供が求めら

れる・・・

施設側がロボッ
ト及びICTを扱
える人材育成・
体制づくりが求
められる・・・

ミスマッチが起きている！？



デジタル機器（ロボット・ICT）に対する
実際の声って！？
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デジタル機器（ロボット・ICT）は
なぜ普及しないのか！？

37

導入コスト！？

現場ニーズと合致
していない！？

ロボットの情報が
不十分！？

十分に使いこなせ
ない！？



介護現場においてデジタル機器を導入しない最大の理由！？

導入コスト

維持費用

スタッフ教育が
必要である

誤作動への不安
設置場所や

保管場所がない

（実際に施設に
合う機種が）
分からない

国や自治体が補助金助成金で支援

補助金にも限りがある！？

操作が難しい！？機能理解が・・・

スペースを必要とする機種がある

事例を含めて情報量が少ない！？

課題のアセスメントが出来てない（泣）



介護現場において介護ロボットを導入しない最大の理由！？

機器を導入しない理由 回答数 比率

価格が高い為 147件 42.1％

費用対効果が見込めない為 50件 14.3％

介護ロボットを扱える人材育成・
体制が不十分である為

44件 12.6％

安全性・信頼性が分からない為 41件 11.7％

準備・操作・片付けに手間がかかる為 14件 4.0％

保管スペースがない為 12件 3.4％

補助金が少額である為 6件 1.7％

その他 35件 10.2％

・事業所単体での決定権がない
・導入したいロボットが見当たらない
・必要性を感じない
・人材を確保することに重点を置い
ている

首都圏自治体調査  N＝349



介護現場におけるデジタル機器の導入理由と課題！？

主な介護業務 機器の導入理由 機器の課題とは！？

見守り支援
・夜間、緊急時における人手不足
・不穏な行動への対応

・実際に目視で確認をしていない為の
安全面の不安

移乗・移動支援
・腰痛などの肉体的に負担大
・日常のあらゆる局面にて発生

・コミュニケーションが取れない
・介助中に異常に気付くことが出来
ない

排泄支援
・利用者の恥ずかしいという心理を
気遣う

・排泄物から健康面のチェックが出来
ない

入浴支援
・滑るなどの安全面を気遣う
・利用者の恥ずかしいという心理を
気遣う

・コミュニケーションが取れない
・個人毎の体格差、湯温調整が出来
ない

食事・服薬支援
・他の業務と異なり時間をずらすこと
が出来ない

・ロボットでは利用者ごとに異なる
対応が出来ない

コミュニケーション
支援

・個別ケアにおける人手不足
・レクリエーション等の対応

・ロボットだけでは人手不足の解消ま
でには至らない（完結したサービスの提
供には至らない）

介護業務支援 ・介護記録等の対応への負担大
・見守り、移動移乗、排泄など様々
な分野に関わる為、集約が難しい



介護現場におけるデジタル機器（ロボット・
ICT）普及の為に！？
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デジタル機器（ロボット・ICT）の実態調査結果！？

職員のICTスキル向上の為のコンサルティングが必要である。

LIFEを含め、ロボット・ICT導入後の運用方法や活用法についての助言指導
の必要性を感じる。

介護現場における情報共有の一元化、ペーパレス化を図る為の行政や関係
部署・団体との連携が求められる

無線LANの活用による介護現場でのサービス提供の充実化、その為のスマート
フォン等、設備強化に向けた対応が生産性向上の上では不可欠である。

介護負担や離職、コロナ感染症等により人材不足といった意見がある中で、

ロボット・ICTの利活用は重要であり、導入に向けた支援が不可欠となる。



デジタル機器（ロボット・ICT）の実態調査結果！？

経営層 現場
ベクトル
の一致

福祉現場における課題解決か

福祉現場における業務負担軽減か

CS(顧客満足度）かES（従業員満足度）か

経営支援か



【３】福祉現場における業務改善と
生産性向上の為に
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介護現場における業務改善と生産性向上の為に・・・

施設における課題解決に向けての考え方

課題解決 人材＝ 施設におけるDX化×

DX化導入・推進の考え方＝生産性向上の為に

事業継続 経営資源である介護人材＝ 施設におけるDX化×

【出典】介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン



なぜ生産性向上なのか！？（一例）

今後、企業（法人や施設、事業所）が取り組まなくてはいけないこと（一般的には）

優秀な人材
の確保や
育成

やりがいを感
じる業務の
提案

負担の少な
い職場環境

整備

ロボット・ICT
化の推進

社員指導や
教育、福利
厚生の充実

信頼関係の
構築やモチ
ベーション
向上

労働人口の減少

• １５歳から６４歳までの労働力人口の比率は減少を続けている

• 出生率の低下から１４歳以下の人口減少

所得や税収の減少

• 社会保障制度の維持が困難

• GDPの下落

限られた資源によって生産量自体を維持・向上することが求められる

• 生産性向上が見込める分野への先行投資

• 人事育成制度や中長期の事業計画の策定



本来の生産性向上とは！？

製造業等の生産性向上とは！？

生産性向上を図る為に！？（一般的には）

生産性
（成果物の割合）

産出量（Output）＝ 投入量（Input)÷

モチベーション向上 作業指示の明確化 信頼関係の構築 技術の習得

生産性向上を図るポイントとは！？（一般的には）

研修実施など
の人材育成

サービス方法の
改善

システム導入に
よる業務負担

軽減

IT化による業務
効率化

一元管理によ
る情報処理・
共有コスト削減



介護現場の業務改善と生産性向上を図る！？

人材育成

チームケアの
質向上

情報共有

介護サービスの
質向上

人材定着・確保

健全な
法人運営

介護現場における生産性向上

職場環境
の整備

業務明確
化と役割
分担

手順書の
作成

記録・
報告様式
の工夫

情報共有
の工夫

OJTの
仕組み
づくり

理念・行
動指針
の徹底

課題解決

介護現場における業務改善活動



介護現場の業務改善と生産性向上の為に・・・

状況把握 問題発見 問題探求 成果共有 振り返り

業務改善と生産性向上における対応策（一例）

生産性の
向上

業務
改善

効率
化

介護現場における課題解決については「人的資源」が必要である。継続的な
サービスの質向上を目指す上では、ロボット・ICTの利活用が求められる！？



介護現場における業務改善と生産性向上の為に・・・

現状分析と
把握

アセスメント
業務フローの
見直し

業務の
効率化

生産性向上
業務改善

冷静に現場を見て対策することが求められるが・・・実際はどうだろうか！？下記に至っているのか！？

限りある資源※（ヒト・モノ・カネ・チエ）を活用しつつ、「生産性向上」をはかり、「業務効率化」、
必要に応じて「業務改善」を進めていくことが求められるが…ツールとしてデジタル機器（ロボット
やICTなど）の活用が求められる。その為に介護現場においても、デジタル機器の理解と活用に
ついても、カリキュラムとして本格的に盛り込む必要がある。
※現在は、６つの経営資源として時間・知的財産を加えることが多い。



介護人材にかかる需給推計（確定値）

需要見込み
現状推移による

供給見込み
充足率

全国（2017年度） 2,078,300 1,953,627 94.0％

需要見込み
現状推移による

供給見込み
充足率

全国（2020年度） 2,256,854 2,056,654 91.1％

需要見込み
現状推移による

供給見込み
充足率

全国（2025年度） 2,529,743 2,152,379 85.1％

【出典】厚生労働省「2025年に向けた介護人材にかかる需給推計（確定値）より抜粋



共生社会の実現と２０４０年への備え！？

介護予防・地域づくり
の推進

地域包括ケアシステム
の推進

介護現場の革新

共生・予防

質の高いケアマネジメント

人材確保・育成／
生産性向上

福祉現場の
実際と課題を

知る

福祉現場に
おいて必要な
支援を知る

福祉現場で
求められる

サービスを知る

福祉現場の
今後の展望を

知る

福祉業界全体
の底上げを図る

～ 介護保険制度改革（イメージ） ～



２０４０年の展望と政策課題とは！？

• 高齢者の就業機会の確保

• 兼業及び副業の促進

• 地域共生

• 年金制度改革

多様な就労・ 社会参加

• 健康寿命の延伸

• 地域・保険者の格差解消

• 疾病予防、重症化予防

• 介護、認知症予防、フレイル対策

健康寿命の延伸

• ロボット及びICT等の実用化

• データヘルス改革

• シニア人材活用

• 組織マネジメント

• 経営の大規模、協働化

医療福祉サービス改革

高齢者人口の伸びは落ち着くが、現役世代が減少する。
限られた人材・人員でも質の高いサービスを提供できる体制
づくり、医療・福祉の現場を作り出すことが求められる。

ロボット・ICTの活用で更なる効率化を図る。



【４】デジタル機器選定のヒント（資料のみ）
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介護テクノロジーって何！？



介護テクノロジーって何！？



例えば介護ソフトを選ぶときって！？
～業務改善と業務効率化に向けて～

57



導入と活用事例①

管理者Aさんは、様々な補助金や助成金があることから、それらを活用して、施設の
ICT化を本格的に推進したいと考えている。
現場が今まで以上に多忙を極め、特にこれまでの転記では限界を感じている。

・どのソフトが自事業所に合うのか、見当がつかない。
・施設もICT化を本格的に推進したい。どうやって進めたらいいのか、職員の士気や
サービスに影響があるかもしれないので不安だ。

初めの一歩として何から手を付けましょうか・・・

今は何とか仕事が回っているが、
今後も仕事が回るか心配なん

だよな・・

どの機器やソフトがウチの
事業所に合っているの・・・

分からないし（泣）



導入と活用事例① （グループディスカッション）

今は何とか仕事が回っているが、
今後も仕事が回るか心配なん

だよな・・

どの機器やソフトがウチの
事業所に合っているの・・・

分からないし（泣）

【１】介護ソフトの新規導入を検討しています。

• 一方でどの機種を導入したらよいか判断に迷っています。あなたが管理者Aさんの立場だと
したら、ソフトをどのように選びますか。

【２】Aさんは施設のICT化を本格的に検討したいと思っています。

• ICTの推進においてどうやって取り組んだら良いか、一緒に考えましょう。



導入と活用事例①（グループディスカッションポイント）

【１】候補となるソフトの長短を冷静に比較・分析できるか

• 情報収集や実際に導入候補となるソフトメーカー担当者からプレゼンを聞く機会などもあるか
と思うが、最終判断は導入する法人及び事業所にて行う。

【２】自施設において、導入後にどういった変化（良い面ばかりではなく）が
もたらされるかを事前に十分、検討することが必要出来るか・・・

• ICT化を図り、何をしたいのか、何を目指しての導入や活用なのかを事前にシミュレーションする
ことが重要である。補助金や助成金があるから、他の法人や事業所でも導入しているといった
考え方にとらわれない。

【出典】日経産業新聞 【出典】総務省 通信利用動向調査



導入と活用事例①（グループディスカッション回答例）

【１】連動性や担当変更にもスムーズに移行できる分かりやすさが重要

• 現在、流通しているソフトは数多あるが、それぞれメリット、デメリットが存在する。優先するべき
項目は価格や機能性、これまで自施設で使用していたソフトの後継ソフトやバージョンアップし
たものか、メーカーのアフターフォロー等々、冷静に見極めることが必要となる。

【２】ICTの導入を図る為には、事前の事業計画（3カ年程度）を策定し、
段階を経たうえで行うことが望ましい

• 人材確保や育成と並行しながらICT化は今後の業務効率化では不可欠である。重要なこと
は法人や施設、事業所のスタッフが同様の意識を有すること（法人の方針として打ち出す）と
綿密な導入（及び活用）計画を策定することである。

【出典】総務省 通信利用動向調査

【出典】PR TIMES



事業所における状態分析①

B A

C D

や
る
気

能力 ＋

＋

－



事業所における状態分析②

A【やる気があり、能力（受け入れに対しての）も高い】
現状の課題を共有、解決に役立つ機器の選定や活用スキーム、先のビジョンを一緒に考える。
活用後のPDCAにおいても積極的に関わってもらい、介護観の醸成などを事業所全体で取り
組んでいく。

B【やる気はあるが、能力（受け入れに対しての）が低い】
やる気はあるので、整理し一緒に考える。※但し、現場スタッフの意見明らかに負担が想定さ
れるようなら無理強いはしない。

C【やる気も能力（受け入れに対しての）も低い】
導入を止める

D【やる気はないが、能力（受け入れに対して）が高い】
本当に必要か？改めて考える必要がある。管理者が中心となり、情報収集を継続して進め
る。現在提供しているサービスをさらに向上させる為にツールとして活用できないか…について
も併せて検討を行う。

◆状態に応じて、機器の導入の可否を見極める



事業所における状態分析③（一例）

課題抽出

共有と対応策の検討

書式や管理ソフトの一本化

重複項目が多い

• 活動、勤務、交通費など

事業別に書式が異なる

• サービス別集計、記録

データ差し替えが多い

• 集計、入力チェック

作業が多い

問題・問いの
発見フェーズ

問題

問い

仮説

仮説の検証
フェーズ

処理

結論

意思決定

分析のフェーズ



事業所における状態分析④

費用（導入時、

月額あたり）

機能

（機能機能性、シ
フト管理、給与
計算、記録実績）

トータル
（メリット・デメ
リット）

前後
（導入サポート）

検討する機器の魅力出し（検討している機器やソフトを選定）



事業所における状態分析⑤
検討する機器の魅力出し（検討している機器やソフトを比較）

A社
B社（操作性の場合）

メニューベースで操作が多い

見やすい・操作が安易、アプリ
感覚で受け入れやすい

B社○

A社
B社（費用の場合）

165千円（導入）
123千円（月額）

643千円（導入）
130千円（月額）

A社○
それぞれ差額が478千円

78千円（年額）

A社
B社（トータル）

・初期費用が安い◎
・記録実績管理の信頼◎
・費用オプションが多い×
・連動性に難あり×
・費用がまとまっている◎
・操作性◎
・請求、記録ソフトの連携◎
・記録ソフト実績時間信頼×



事業所における状態分析⑥

検討する機器の魅力出し（検討している機器やソフトを比較）

A社 B社
評
価

費用
165千円（導入）
123千円（月額）

643千円（導入）
130千円（月額）

機能

操作性：行き来が多い
シフト管理：－
給与計算：対応可、交通費
×
記録・実績：請求連動可

操作性：易 アプリ感覚
シフト管理：－
給与計算：対応可、交通費×
記録・実績：連動性高、修正
手間が多い

長所
短所

【メリット】
費用が安い、信頼度高い

【デメリット】
オプション多い、連動性微妙

【メリット】
費用がまるめ、操作性高い
連動性高い
【デメリット】
記録ソフトの実績時間が課題



【出典】厚生労働省

介護ソフトの
選び方

①全事業所でも
使えるもの

②介護保険を
中心に活用

①

１）大規模事業所
向け

２）中小規模事業
所向け

②

１）入力機能の充実

２）各種機器との連携

３）周辺業務の効率化

４）導入・運用・操作の簡便さ



例えば介護ロボットを選ぶときって！？
～現場の課題抽出と解決に向けて～
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導入と活用事例②

昨今の超高齢化社会、就業人口減、加えてコロナ禍といった状況もあり、先端技術
（特にAI）の導入を検討している。経営層からの提案であり導入において不安はあった
ものの、現場では意外に！？現場スタッフからも前向きな声もあり、すんなりと導入するこ
とが決定した。
一方で、これまで施設では「介護ロボット」の導入の経験がなく、
「一体どのロボットがいいのか？」、
「誰が使用するのか？」
「補助金は使えるのか（該当するのか、しないのか…）」 といった〝壁“にぶち当たって
いる。
施設長より、介護ロボットの選定や導入手続きなど、一切を委任された管理者Ａさん
及び介護主任Ｂさんは、どういったプロセスで進めたら良いか？

これまでロボットは
入れていないし・・・
ホントは面倒だ（泣）

うちの施設で必要な
ロボットって何？



導入と活用事例②（グループディスカッション）

• 【問】介護ロボットの導入については意外にも！？コンセンサスが取れているようです。
あなたが管理者Aさんだったらどうやって導入を進めますか？

【１】導入（及び活用の進め方について）

• 【問】介護ロボットの導入は効果が期待できるかもしれませんが、「慣れるまでは負
担を感じるスタッフがいるかもしれません…」と介護主任Bさんは不安を感じています。
あなたが介護主任Bさんの立場だったとしたら、現場スタッフの不安払しょくの為に
具体的にどのような行動をとりますか？

【２】不安払しょくのための具体的な行動について

【出典】令和３年度介護労働実態調査



導入と活用事例②（グループディスカッション回答例）

• 方針はあるものの「導入ありき」で物事を進めない。目的があり、達成の為のツー
ルとして認識をして進めることが必要である

【１】「導入ありき」では物事を進めない

• 管理者、現場主任、スタッフ等で現場における課題を共有する。今困っていること
や、気が付いているが実際には手が回っていない、やりたいことがあるが出来てい
ない等々、それぞれが抱えている状況や立場から出し合うことと、その課題解決に
つながるツールは何か？自発的な発想から、適当なロボット（及びICT機器）が遡
上にあがってくる。理想はスタッフから意見を吸い上げること

• 但し、管理者は時間軸を意識することが重要、期限を決めてスケジュール管理を
行うことが必要である

【２】自発的な発想からロボット・ICT導入へ（現場の意見を重視）



導入と活用事例②（グループディスカッションポイント）

• 施設における課題について棚卸をし、その解決の一助として、ロボットの活用があ
る旨を理解した上で、（※参考資料 STEP１：目標設定 ２：情報収集と選定
３：導入計画 ４：導入 ５：運用）をはかる

【１】具体的な導入（及び活用）に向けた動きを考える

• 法人や施設では導入に前向きであるが、現場での課題や困りごとを把握している
スタッフから聞き取りをし、どういった 部分（提供するサービスなど）が不足しており、
解決に役立つ機器かを見極める。聞き取りの段階で、現場スタッフの導入におけ
る不安や不満を解消できるのではないか。一方で導入には前向きとの見解が示
されていたが、果たして本当にそうなのか？潜在的に現状からの変化を受け入れ
ることに抵抗があったかもしれない！管理者であれば意識することも重要

【２】課題の解決策があるか、その解決に役立つ機器かを考える

【出典】厚生労働省
「令和２年度ICT導入支援事業導入効果報告まとめ」



【参考】機器の選定と導入の為の
５つのSTEP
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５つのSTEPとは！？（STEPの進捗設定も行いましょう）

STEP１ 目標設定
（1カ月程度）

STEP２ 情報収集（調査）と選定
（１カ月程度）

STEP３ 導入計画
（２カ月程度）

STEP４ 導入

STEP５ 運用
責任者の選定

担当者・効果・目標設定

実施対象・期間の設定

振り返り期間（時期）設定

振り返りの際、何を評価・
検証するか事前に決定して

おくことが必要である



STEP １ 目標設定

導入において目標を
設定する

・使用者リストアップ

・使用場面を検討

管理者・スタッフ間
の課題共有する

（課題解決）に向けた
導入目標を設定

現状分析

（現場）課題の明確化
ケア分析

目標とは

何を

いつまでに

どれくらい

▽現実
的で挑戦

的

▽具体
性を持つ

▽期限を
決める

▽自身で
決める



STEP １ 目標設定

介護ロボットの導入において
目標を設定する

・使用者リストアップ

・使用場面を検討

管理者・スタッフ間が考える
施設内の課題を共有する

導入するにあたって、どういった効果
を想定・期待するか？

例）業務時間の削減、ペーパーレスな
ど・・・導入することで削減できるもの？

導入するにあたって、失敗例としては、現場と
管理者・経営層との意見の相違にある！？
活用するのは現場であるので、現場スタッフからの

課題抽出は最も重要であり、その解決のツールとして、
ロボットやICTがサービス提供の一助となる

といった認識を共有する。



STEP 2 情報収集（調査）と選定

導入において有益な
情報を収集する

・補助金情報

・効果・便益の検証

費用対効果を事前に
検討

（活用に向けた）有益
な情報収集

介護ロボットの調査
（事例含む）

介護ロボットの選定

サービスの質向上（59.7％、）
労働環境の改善（58.7％）

経費の削減（49.3％）
人件費の適正化（45.1％）

人材確保の強化（39.3％）離職率
の低減（37.9％）、ITスキル向上…

機器導入施設は、全体約４割程度、
うち６割が負担が増えた！？

４割が「目的の明確化」「運用体制の
構築」が必要と回答している

７割以上が、機器導入に際してはコ
ンサルティングが必要と回答している



STEP 2 情報収集（調査）と選定

介護ロボット導入において
有益な情報を収集する

・介護ロボットの導入支援の
為の補助金情報

・介護ロボット導入・活用の
効果・便益の検証

介護ロボット導入における
費用対効果を事前に検討

導入するにはどういった機器が良いか？
（課題解決が前提となる）

導入した際の効果については事前にリサーチ
リサーチ＋デモ＋検証

導入を後押しする補助金や助成金の活用
機器自体は高価なものも多く、国や自治体が補助金や助成金で導入支援を行って
いる。



STEP ３ 導入計画

導入において受け入れ
の体制、使用計画の
策定（案）作りを行う

・使用するスタッフ確保

・使用後の評価

使用計画策定とトレー
ニング体制の構築

導入計画の立案

導入先の決定

導入マニュアル
手順書

導入及び運用体制
の確立

【出典】財務省【出典】財務省



STEP ３ 導入計画

導入において受け入れの
体制、使用計画の策定

（案）作りを行う

・使用するスタッフ確保

・使用後の評価

使用計画策定とトレーニ
ング体制の構築

～ 導入計画書作成 ～
機器を導入及び活用するにあたって、
担当スタッフ（誰？）及び利用者（誰が
使う？）の選定を行う。

トレーニングはいつから？
対象は誰？
搬入日はいつ？どこに設置する？
誰が管理する？使用後の評価はいつ？

～ 使用する目的と目指す効果について ～
機器を導入及び活用するにあたって、使用する目的を明確にしないとスタッフの使用するモチ
ベーションが保てない。利用者○○さんに使用して、××の成果を目指したい といった具体的
な目標（数字が伴う）と効果を策定する。



STEP ３ 導入計画（計画書）

NO 項目 概要

１ プロジェクトの背景

２ 体制図とメンバー役割

３
導入スコープと

スケジュール、費用など

４ 重要課題と対応

５ 機能の概要調査 各機能の概要の理解

６ 導入による業務変更点 現行の業務から変更する内容

７ 機能要件 機器選定時に利用した機能／使用しない機能

８ 業務移行の方針 何時のタイミングで切り替えるか

９ 機器選定の報告 なぜその機器としたのか

１０ その他



STEP ４ 導入

運用について事業所内
の研修や教育を行う

・機器の搬入日決定

・機器を使うことの共有

出来る限り全スタッフへ
の教育を実施

機器導入の為の
研修

機器の活用開始 業務改革の評価

チームケア、提供するサービスの質向
上を目指す

生産性向上や業務改善を図る

情報共有を図る

人材育成やナレッジマネジメント

モチベーション向上や働きやすい環境
づくり

人材確保や中長期的な経営基盤の
安定化



STEP ４ 導入

運用について事業所内の
研修や教育を行う

・機器の搬入日決定

・機器を使うことの共有

出来る限り全スタッフへの
教育を実施

使用するスタッフが退職や異動、機器を
使用する利用者の変更もありうる！？
いざ使用する段階となって戸惑うことがないよう、
施設や事業所で機器を活用する以上、出来
る限りスタッフが知っておく必要がある。

導入するにあたって、
担当となるスタッフ以外の
メンバーも事前に教育する。



STEP ５ 運用

介護ロボット運用につ
いてはPDCAサイクル
を常に回していく

・途中の評価

・事例を参照

運用の見直しは
当たり前

PLAN（計画を作
成する）

DO(計画を実行
する）

CHECK（行動を
評価・分析する）

ACTION(改善して
次回に繋ぐ）

Plan Do Check Action

・現状分析、目標設定
・議題の検討と数値化
・実行計画の策定

・タスクにおとす
・結果の「事実」を記録
・計画と現実のギャップを
把握する

・計画通り実施出来たか
検討する
・計画の妥当性
・成果についての検証

・優先順位をつけて実施
・成果を次期計画へ
・反省点を検討し、改善をはかる



STEP ５ 運用

介護ロボット運用については
PDCAサイクルを常に回して

いく

・途中の評価

・事例を参照
運用の見直しは当たり前

活用する中での見直しは当たり前！？
運用方法について定期的に検証する。

実際に機器を活用している現場スタッフから
ヒアリングを行い、さらに効果的な活用方法を

検証・模索することは重要！？
・機器を使用した後の効果については具体的
な数値として把握する。
・活用事例をデータベース化して、施設、事業
所内で共有する。



【参考】２０２５年の崖（がけ）って
知っていますか！？
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「２０２５年の崖（がけ）って何！？」
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90

DXを推進してこなかったことで
起きるであろうリスク

2025年度以降、DXを

推進できなかった場合、

年間最大１２兆円損失

と言われている。

経済産業省設置の研究会（2018年）



日本企業の大半の基幹

システムが老朽化！？

デジタル人材の不足
推計！？ （50万人弱と
も言われている）

限られた資源で継続的な
サービスを提供する体制

が不可欠である

91

レガシーシステム！？

エンジニアが不足、
保守費用増・・・

新技術へ対応できず
市場のデジタル化移行

アプリケーションの

サポート切れ・・・

【出典】左からTBS news
三井住友銀行、
日本経済新聞



「２０２５年の崖（がけ）」放置したら

セキュリティ

脆弱化
情報漏洩

機密データ

紛失
競争力の
低下

経営基盤に

悪影響

92

課題抽出

デジタル対応のチーム編成

デジタル人材の採用・・・

だから早期の対応が
求められる！



介護の今後はこうなる！？
人材確保

DX化

健全な事業継続

20才～29才 30才～３９才 ４０才～４９才 ５０才～５９才 ６０才以上

スマート
フォン

95.0％ 94.5％ 87.5％ 89.0％ 81.0％

ノート
パソコン

46.0％ 41.5％ 44.5％ 50.5％ 60.0％

タブレット 22.0％ 31.0％ 27.5％ 26.0％ 26.0％

【出典】総務省「令和３年版情報通信白書」端末利用状況

業務の見える化 課題洗い出し
利用システムの

選定
効果検証

介護業界において上手にDXを活用するためのプロセス（案）



介護の今後はこうなる！？
人材確保

DX化

健全な事業継続

デジタル機器導入により業務効率化が図れる

人材不足解消につながる

提供する介護サービスの質向上につながる

以下のメリット
が想定される
国や自治体も補助金や
助成金の制度を活用し
て後押ししている

DX化とは、デジタル変革とも言われ、AIやIoTなど、デジタル
技術を活用し、業務フローの改善や新たなビジネスモデルの
創出だけでなく、レガシーシステムからの脱却や企業風土の
変革を実現させることを意味しているとされている



介護の今後はこうなる！？
人材確保

DX化

健全な事業継続

デジタル機器導入における初期費用の負担

IT人材の不足がありシステム運用が難しい

継続的な人材の確保と育成が求められる

一方で以下の
ような課題も
あるけど・・・

DX推進には人が継続的に介在することが必要であり、その
為には、DXを推進する人材の育成は今後も重要となる。
経営資源は人材そのものであることを改めて認識しなくては
いけない。



【参考資料】２０２５年以降はこうなる！？
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２０２５年以降はこうなる！？①

２０２５年以降、介護現場はこうなる！？

社会保障のひっ迫 介護人材の不足
施設と在宅の両輪で
支える社会システム

要介護状態を作らない

生活自立支援

（介護者の）作業効率化

業務負担軽減を図る

２０２５年度以降、介護現場で求められるロボットとは！？



２０２５年以降はこうなる！？②

【１】費用対効果が大きい機器への期待

【２】介護度を下げない機器への期待

【３】要介護者の尊厳を守る機器への期待

【４】在宅介護でも役立つ機器への期待

【１】（例）見守り支援機器、移乗支援機器

【２】（例）コミュニケーション機器

【３】（例）排泄支援機器

【４】（例）服薬支援機器等々



２０２５年以降はこうなる！？③

これまではスタンドアローンだった！？
（意味：単独で動作している環境）

ネットワーク型へ！？
（意味：ネットワークシステムに接続）



【問い合わせ先】
〒231-0023 横浜市中区山下町２３番地 日土地山下町ビル９階

公益社団法人かながわ福祉サービス振興会

事業推進部 部長 得永 真人

TEL045-662-9538 FAX045-671-0295 Email tokunagam@kanafuku.jp

～ご清聴ありがとうございました～
Thank you for your time and attention.

【ほか講演テーマ】「介護現場における人材育成と確保、定着について」、「部下指導とコミュニ
ケーション」、「事例から学ぶ人事マネジメント」、「現場におけるロボット・ICTの導入と活用」、
「ケーススタディから学ぶロボット・ICT導入と活用」ほか。
お気軽にご相談ください。
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